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地区人口　789 名
男　　性　364 名
女　　性　425 名
令和 7 年 4 月 1 日現在

　
令
和
7
年
度
に
入
り
、
藺
牟
田
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
も
新
自
治
会
長
の
も
と
新
た
な

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
地
区
の
活
性

化
」
と
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
大

の
テ
ー
マ
と
し
て
新
役
員
と
な
ら
れ
る
自
治
会

長
の
皆
様
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
治
会
長
・
班
長
の
ご
紹
介(

敬
称
略
）

◆
麓
西
自
治
会

自
治
会
長
　
吉
村 

輝
光

班
長　

牟
田
・
押
領
司
久
子
／
萩
之
段
・
牧
山

道
子
／
城
平
上
・
泉
川
み
の
り
／
城
平
下
・
新

森
和
年
／
永
田
前
・
野
元
清
耕
／
永
田
後
・
神

﨑
重
信
／
住
宅
・
本
田
博
幸

◆
麓
東
自
治
会

自
治
会
長
　
吉
永 

義
郎

班
長　

平
城
前
・
本
田
光
弘
／
平
城
中
・
脇
せ

い
子
／
平
城
上
・
折
小
野
三
吉
／
新
町
・
本
田

ミ
ヨ
子
／
大
瀬
戸
・
丸
山
昭
男
／
東
住
宅
・
今

村
真
由
美

◆
中
原
自
治
会

自
治
会
長
　
牧
山 

岳
仁

班
長　

新
屋
敷
・
枝
元
隆
則
／
中
原
・
早
﨑
正

孝
／
桟
敷
段
・
肥
後
正
明
／
薩
摩
田
・
西
村
悟

志◆
原
自
治
会

自
治
会
長
　
肥
後 

睦
男

班
長　

原
後
・
有
川
清
美
／
崎
山
・
肥
後
和
信

／
枦
場
・
肥
後
慎
一
郎
／
藺
牟
田
団
地
・
羽
島

泰
建

◆
大
坪
自
治
会

自
治
会
長
　
西
村 

輝
明

班
長　

千
貫
・
肥
後
良
明
／
上
・
川
畑
秀
一
郎

／
渋
谷
・
桑
波
田
大
徳
／
中
央
・
山
内
良
豪
／

平
田 

・
西
村
明
博

令
和
7
年
度

自

治

会

長
・
班

長

の

ご

紹

介

◆
砂
石
自
治
会

自
治
会
長
　
湯
之
上 

一
男

班
長　

砂
石
上
・
米
積
敏
彦
／
砂
石
中
・
脇
心
介

／
砂
石
下
・
湯
之
原
正
喜
／
住
宅
・
宇
都
口
孝
一

◆
湯
之
元
自
治
会

自
治
会
長
　
松
田 

貢
一

班
長　

湯
之
元
上
・
相
良
修
／
湯
之
元
下
・
坊

野
忠
昭
／
宮
之
宇
都
団
地
・
山
口
勝
則

　
4
月
3
日
（
木
）、
藺
牟
田
コ
ミ
セ
ン
集
会

室
に
て
、「
令
和
7
年
度
協
議
会
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
令
和
6
年
度
の
事
業
経
過
報
告

に
続
き
、
協
議
会
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報

告
、
令
和
7
年
度
事
業
計
画
案
、
協
議
会
予
算

案
、
協
議
会
会
長
・
副
会
長
選
任
議
案
（
任
期

2
年
）
が
上
程
さ
れ
、
自
治
会
長
及
び
各
自
治

会
班
長
か
ら
な
る
評
議
員
の
全
会
一
致
に
よ
る
承

認
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
協

議
会
新
副
会
長
と
し
て
樺
山
昭
文
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。

令
和
7
年
度

協
議
会
事
業
計
画
の
ご
紹
介

　
4
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会
総
会
で

は
、
令
和
7
年
度
の
協
議
会
事
業
計
画
案
が
承

認
さ
れ
、
協
議
会
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
活
力
あ
る
藺
牟
田
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

区
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
令
和
7
年
度
協
議
会
事
業
計
画 

抜
粋
】

4
月 

令
和
7
年
度
第
1
回
運
営
委
員
会

5
月 

い
む
た
池
マ
ル
シ
ェ
（
18
日
）

 

協
議
会
前
期
負
担
金
・
消
防
後
援
会
費
納
入

6
月 

地
域
防
災
連
絡
調
整
会
議

7
月 

祁
答
院
地
域
市
民
体
育
大
会

 

コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い
食
堂

 

薩
摩
川
内
市

ポ
イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

招
魂
社
清
掃
・
招
魂
社
祭
典

 

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
実
行
委
員
会

 

ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

8
月 

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
（
13
日
）

9
月 

校
区
運
動
会
実
行
委
員
会

 

敬
老
祝
賀
会
（
各
自
治
会
）

10
月 

藺
牟
田
校
区
大
運
動
会
（
5
日
）

 

ふ
る
さ
と
一
斉
美
化
活
動

11
月 

い
む
た
池
マ
ル
シ
ェ
・
ラ
ム
サ
ー
ル

 

条
約
登
録
20
周
年
記
念
式
典
（
9
日
） 

 

ふ
る
さ
と
歩
こ
う
会
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
23
日
）

 

協
議
会
後
期
負
担
金
納
入

12
月
　 

祁
答
院
地
域
一
周
駅
伝
大
会

1
月 

消
防
出
初
式

 

薩
摩
川
内
市地区

コ
ミ
対
抗
綱
引
き
大
会

2
月 

薩
摩
川
内
市生涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

3
月 

令
和
6
年
度
第
2
回
運
営
委
員
会

田
の
神
戻
し

田
の
神
起
こ
し
（
17
年
ぶ
り
）

開
催

　
4
月
6
日
（
日
）、麓
西
・
麓
東
自
治
会
に
て
、

藺
牟
田
の
伝
統
行
事
「
田
の
神
戻
し
」
が
、
ま

た
4
月
13
日
（
日
）、
中
原
・
原
自
治
会
に
よ

る
「
田
の
神
起
こ
し
」
が
17
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　「
田
の
神
戻
し
」
で
は
昨
年
の
受
け
入
れ
先

吉
永
邸
を
午
後
1
時
頃
出
発
し
た
「
田
の
神

さ
ぁ
」と
そ
の
化
身
が
、藺
牟
田
池
、の
ぞ
み
園
、

麓
の
田
圃
、麓
公
民
館
を
舞
を
奉
納
し
て
巡
り
、

4
時
頃
本
年
の
受
け
入
れ
先
で
あ
る
森
木
邸
に

到
着
し
ま
し
た
。

　「
田
の
神
起
こ
し
」
は
、
3
月
25
日
頃
、
何

者
か
が
中
原
地
区
保
機
山
の
田
の
神
さ
ぁ
を
倒

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
中
原
、
原
自
治
会
の
若

手
が
緊
急
会
議
を
行
い
、「
地
元
の
伝
統
行
事

を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
」
と
4
月
13
日
急
遽

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
両
祭
り
と
も
、多
く
の
来
訪
者
が
見
守
る
中
、

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
、
子
孫
繁
栄
を
願
い
舞

が
奉
納
さ
れ
、
来
訪
者
の
顔
に
は
恒
例
の
ヘ
グ

ロ
塗
り
に
、
祭
り
会
場
は
歓
声
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

5
月
18
日

春
の
「
い
む
た
池
マ
ル
シ
ェ
」
開
催

令
和
7
年
度

協
議
会
総
会
開
催

5
月
18
日
（
日
）、
当
協
議
会
主
催
「
い
む
た

池
マ
ル
シ
ェ
」
を
藺
牟
田
池
ス
テ
ー
ジ
前
広
場

に
て
開
催
し
ま
す
。
薩
摩
川
内
市
の
内
外
よ
り

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ス
イ
ー
ツ
、
雑
貨
品
、
地
元

特
産
品
、ト
レ
カ
販
売
、体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
約
35
店
舗
が
出
店
予
定
で
、
祁
答
院
中

学
校
吹
奏
楽
部
や
和
太
鼓
な
ど
ス
テ
ー
ジ
で
は

音
楽
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友

達
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
皆
様
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は

別
紙
イ
ベ
ン
ト

チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
珍
し
い
!!

五
つ
子
の
「
筍
」
が
獲
れ
ま
し
た

　
筍
の
裏
年
が
言
わ
れ
る
本

年
、
原
の
西
村
髙
盛
さ
ん
が

「
五
つ
子
の
筍
が
獲
れ
た
！
」

と
コ
ミ
セ
ン
に
持
っ
て
き
て

下
さ
い
ま
し
た
。
何
か
の
好

事
（
豊
穣
）
の
前
触
れ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
！


